
ギフテ ッ ド 教 育 を行 った 翔 和 学 園 の 授 業 風 景

第 9 回

突出した子を集めた英才教育に挫折　「IQだけじゃない」

学園の教訓
有料記事

聞 き 手 ・ 加 藤 勇 介 2 0 2 4 年 1 月 5 日  1 0 時 0 0 分

増田ユリヤさんの コメント

　文部科学省が「これまで我が国の学校にお

いて取組はほとんど行われてきませんでした」

と、今年度から始めた「特定分野に特異な才

能のある児童生徒への支援の推進事業」。い

わゆる天才児、ギフテッドと呼ばれるような飛

び抜けた才能を持つ子への支援だ。

　ただ、民間でのギフテッド教育で先行した

NPO法人翔和学園（東京都中野区）の中村朋

彦さんは「レベルが高い集団で英才教育を施

し一芸を伸ばす、そんな単純なものではなかった」と振り返る。

　才能を伸ばす試みがうまくいかなかった理由、挫折から得た教訓、形を変えた新たな試みを聞

いた。

連載「天才観測」

　将棋の藤井聡太八冠、大リーグMVPの大谷翔平選手。前人未到の境地を切りひらく

「天才」の活躍に沸く日が続きます。天才が社会にもたらすもの、人々が天才に託すも

の、現代の天才について考えます。

つんく♂「天才はいたけど採らなかった」　才能よりも大事な成功の源

目標はイノベーション、小学生が相対性理論に言及



　――ギフテッド教育はどのような経緯で始まったのでしょうか？

　「発達障害を抱えている、小学校を不登校といった子どもたちを支援するフリースクールを運営

する中で、IQ（知能指数）が飛び抜けて高い子が一定数いることに気がつきました」

　「子どもたちと一緒に公園に行くと、すべり台やブランコでの靴飛ばしをして楽しそうに遊びま

す。子どもらしいなと思ってよくよく会話を聞くと、すべり台では摩擦係数について、靴飛ばしでは

射出角度について話し合っている。同年代の一般的な子どもたちとはなじみにくいはずです」

　「IQの高さゆえに学校の授業に魅力を感じなかったり、才能の凸凹の凹の部分ばかり指摘され

ることで意欲をなくしたりする子が多いです。恵まれた才能を生かして凸を伸ばすことに特化す

れば、社会にイノベーション（技術革新）を起こす未来のエジソンやアインシュタインが生まれる

のではと、2015年にIQ130以上を目安に選抜した小学生によるアカデミックギフテッドクラスを設

けました」

　――どのような子が集まり、どのような教育をしたのでしょうか？

　「イノベーションが目標だったので、特に理数系が得意な子を募集しました。バーチャル嗅覚

（きゅうかく）を研究したいという子がいて、人間の五感のバーチャル技術において、視覚や聴覚

は研究や実用化が進んでいるものの、嗅覚は遅れているといった関心の高さを持っていました」

　「他のクラスで行っている基本的な課程は最小限にして、子どもたちがそれぞれ関心がある分

野を重点的に。学習発表では、インターネットを駆使して様々に調べて相対性理論に言及する子

もいました。我々では教えられない高度な部分も多く、理系の大学院生や英語講師といった外部

の方も講師として招きました」

3年で廃止「指導が間違っていたと認めないといけない」

　――意欲的な取り組みで、問題があるとは思えません。なぜそれがうまくいかなかったのでしょ

うか？

　「この子たちの将来の働き場になると想定した、IT企業の技術者や大学の研究者に視察に来

てもらいました。ところが評価は厳しいもので、甘さを痛感しました……」

　「指摘されたのは『小学生にしてはすごいが、このレベルの子は高専にはたくさんいる。ネットで

調べた形式的な知識はあるが、科学の基本的概念の理解が浅い。周囲の助言にあまり耳を傾

けず、実験に失敗した時の諦めも早い。これでは厳しいよ』というものでした」



　「そう言われてよくよく見ると、IQが高くて弁舌も巧みなので大人が感心するようなすごいことを

話しているのですが、資料を丸暗記しているだけで本質的な部分は理解できていないのではな

いかと感じることもありました。また、IQで選抜したことにより、子どもたちが悪い意味での特別感

を持ってしまった面も見受けられました」

　「医師ら運営に協力頂いている外部の有識者の方とも相談し、私たちの指導方針は間違って

いたと認めないと次には進めないという結論になり、アカデミックギフテッドクラスは3年後の18年

に廃止しました」

　――挫折から得た教訓は何でしょうか？

　「IQの高さばかりに注目してしまいましたが、社会で生活をうまく営むための発達に飛び級はな

いということです。成長のためにはやはり基礎学力、協調性、やり抜く力が欠かせません」

　「全員が一つの大教室に集まっています。喜びや達成感を共有するためみんなで肩を組んで

歌うなど、経験を共有する機会を大切にしています。それぞれが興味ある分野で個別学習する

だけでなく、共通の目標に向かって集団で協力して学ぶことなども行っています」

　――しかし、ギフテッドや発達障害の人はそうしたことが苦手だから、学校になじみにくいとされ

ます。だからこそ長所特化にしたのではないでしょうか？

　「長所を伸ばすためにも基礎が必要なんです。そのため一律的な形でなく、個別に適した形を

模索しています。具体的には、文字を読んだり書いたりするのは苦手だけど絵を描くのがすごく

得意な子がいます。絵の教本を渡すと、何回も模写をしてどんどん上手になっていく。ところが、

ある程度のところで上達が止まりました。理由を探ってみると、文字が苦手だから教本の絵ばか

り見ていて、技法の説明文をしっかり理解できていなかったのです。この子は今、苦手な国語を

克服するためではなく、得意な絵をさらに伸ばすために言葉を調べるなどの勉強を頑張っていま

す」

　「また、世界一の大きさのペットボトル水ロケット発射に何度も挑戦して、昨年にギネス世界記

録認定を受けました。大きくて明確な目標を立てることで、みんなで取り組む、失敗しても諦めず

に続けるということを結果につなげられました。個人の興味関心の分野だけに閉じこもるのでな

く、高校野球のように仲間と一緒に泥臭い青春を送ることで、様々なことに折り合いが付けられ

るようになるのではと期待しています」

　――未来のエジソン、アインシュタインを育てるという目標も変わったのでしょうか？

　「その目標も反省点です。イノベーションというわかりやすいキャッチフレーズにとらわれて、私



たちが才能に優劣をつけてしまった面もありました。IQの高い低いは個人差でしかありません。

実際、ペットボトル水ロケットの取り組みでは、IQが低くてもテープを巻く作業に黙々と取り組め

る、ロケット先端を上手に鋭角にすることができるといった子が大きな力になりました。それぞれ

の個性が、成功につながる才能でした」

　「今は、自己肯定感を持ち、他者の幸福に貢献することに喜びを感じられる若者を育てたいと

思っています。イノベーションの文脈で言うなら、『勝者総取り』ではない形で社会の発展に寄与

する人材を育てることを目指しています」（聞き手・加藤勇介）

朝 日 新 聞 デジ タ ル に 掲 載 の 記 事 ・ 写 真 の 無 断 転 載 を禁 じ ま す。 すべ ての 内 容 は 日 本 の 著 作 権 法 並 びに 国 際 条 約 に

よ り保 護 さ れ て い ま す。
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増田ユリヤ（ジャーナリスト）2024年1月5日10時0分 投稿

【視点】IQだけじゃない！お話しくださった中村さんの考えは、至極まっとうで、教育実践から得た教

訓を冷静に分析し、受け止め、反省すべきことは反省して次につなげていこうとしている姿勢が素晴…続きを読む


